
伊賀上野DMO観光関連事業者景況調査
2023年度第３四半期



○調査概要
(１)対象者 伊賀市内に事業所をもつ小売業、サービス業

(２)調査期間 2023(令和５)年４月１日〜2023(令和６)年３月31日
※４月から６月を第１四半期とし、以後３か月毎に計４期ごとに実施

(３)調査方法 ①調査フォームを用いたweb調査
②事業者訪問による調査票の記入

(４)調査機関 上野商工会議所、伊賀市商工会
(５)ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ 4期すべて回答の事業者に1,000円のQuoカード

１．調査概要、取得サンプル数等

※第１期調査、第２期調査で同一事業者で業種の相違があったため第２期調査に合わせています。
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2-1．売上高

第１四半期より上昇した500千円未満
と割合は減少し、1,000千円以上と回
答した事業者が増加している。

特に2,000千円～5,000千円と回答し
た事業者割合が3ヶ月ともこれまでで
最大となっており、11月は全体の4割
程度を占めている。



(参考)2023第１、第２四半期 売上高

入込客数等の伸びる５月に売り上げが増加
する事業者が多いが、６月に客数減の影響
で揺り戻しが来ていることが伺える。

繁忙期のプロモーションよりもいかに閑散
期に安定的に顧客を維持できる支援を行う
かが重要と思われる。

第１四半期と比較して500千円未満と1,000千
円以上と回答した事業者が増加している。
特に9月の1,000千円～5,000千円の売り上げ規
模の層は4,5月と同程度の割合となっている。

逆に9月には500千円未満の事業者も増えてお
り、夏季休暇明けの売上減少がある企業も一
定数存在する。



2-2．売上高（業種別）

・飲食サービス業、飲食料品小売業は第２四半期に続き売上は上昇傾向、逆に宿泊業は年末に向け下降傾向。
・上記の業種は9月に一部売上減があるが、生活雑貨小売業は前期から安定した売り上げで推移している。

※範囲での回答のため、実態把握にはより詳細な調査が必要。
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(参考) 2023第１、第２四半期売上高（業種別）

第２四半期
・7,8月は夏季休暇シーズンであり飲食サービス業、
飲食料品・菓子小売業、宿泊業の売上が増加傾向に
ある。
・上記の業種は9月に一部売上減があるが、生活雑
貨小売業は前期から安定した売り上げで推移してい
る。

※範囲での回答のため、実態把握にはより詳細な調査が必要。

第１四半期
・飲食サービス業における売上の上昇が５月の売上
額上昇に大きく影響している。
・逆に飲食料品小売業は月別の売上高の推移にさほ
ど大きな変化が見られない。



2-3．売上観光比率

回答事業者全体における
平均観光比率は第２四半
期以降、徐々に下降し12
月には、年度内最低とな
る22.6%となっている、。

業種別に見ると10,11月
は宿泊業で第２四半期を
上回っているが、12月に
同水準に戻っている。
小売、サービスどちらも
微減で推移しているが、
飲食サービス業やその他
小売業の減少幅が大きい。
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（参考） 2023第１、第２四半期 売上観光比率
第２四半期
回答事業者全体における平均観光比率は5月の28％よりは
低いが、26～27.5%程度を推移しており、振れ幅が少なく
安定している時期と言える。

業種別に見ると宿泊業が高い割合で安定している。第１期
で割合の低かった飲食料品小売業が18％程度から20%程度
まで上昇している。
飲食サービス業は低調であり、観光客への飲食業プロモー
ションの必要性が強く伺える。

第１四半期
回答事業者全体における平均観光比率は25％前後となって
いるが、5月にはその比率が各産業で上昇する傾向がある。

業種別に見ると市民の日常生活と密接する飲食サービス業
と飲食料品小売業は観光比率が比較的低いが、それ以外の
産業においては3割を超える観光比率となっている。



３．前年同月との比較（売上、客単価、客数、景況）

前年同月比では売り上げ、
業況の項で４割程度の事業
者が増加傾向にあると回答
しているが、売上に関して
は第１、第２四半期より割
合が減少している。

客単価に関しては減少の回
答が大きく減少しているが、
客数が減少しているしたと
いう回答が2.13%増加して
いる。
業況は上向いているが、昨
年度からは横ばいという印
象が強い。



（参考）第１、第２四半期前年同月との比較（売上、客単価、客数、景況）

前年同月比では売り上げ、客数、業況の項で４割程度
の事業者が増加傾向にあると回答しているが、すべて
の項目で第１四半期より減少、悪化と回答した事業者
が微増している。

客単価に関しては第１四半期と比較し減少したという
回答が14.3%増加しているが、業種内訳としては菓子小
売業、その他サービス業の減少回答が多かった。

前年同月との比較では売り上げ、客数、業況の項で半
数に近い事業者が増加傾向にあると回答している。

客単価に関しては横ばいとの回答が若干多いが、３割
以上が増加したと回答している。

第２四半期 第１四半期



４．同年前期との比較（売上、客単価、客数、景況）

同月前期(2023.7-9月)との
比較ではすべての項目で減
少・悪化が少なくなってお
り、客単価・客数・業況は
増加・好転傾向という回答
が微増している。

売上については横ばいと回
答した事業者が2023年度で
最大割合となっており、第
２四半期に続き安定した景
況であることが伺える。



（参考）第１、第２四半期同年前期との比較（売上、客単価、客数、景況）

同月前期(2023.4-6月)との比較では第１四半期より売上、
客単価で横ばいがわずかに減っており、増加、減少とも割
合が微増している。
客数に関しては横ばいの割合が増加している。
業況については好転、横ばいの割合が第１四半期よりも増
加している。
業種別にみても業況は第１四半期より安定している業種が
多い。

同月前期(2023.1-3月)との比較では半数程度が横ばいと
回答しており、昨年度末以降、コロナ禍の影響は少なく
なっていると考えられる。

しかし、客単価、客数、業況で減少・悪化と回答してい
る事業者が前年同期比より増加しており、物価高等の影
響による消費の減少が伺える。

第２四半期 第１四半期



５．来期の見通し（売上、客単価、客数、景況）

来期(2024.1-3月)の見通し
では横ばい・減少/悪化と回
答する事業者が全体の9割前
後となっており、特に売上
悪化の回答は第2四半期より
10.9%も増加している。

観光分野に関しても施設入
込等が減少する閑散期に当
たり、安定した観光産業の
確立には当該時期の来客
キャンペーン等のテコ入れ
が必要である。



（参考）第１、第２四半期来期の見通し（売上、客単価、客数、景況）

来期(2023.10-12月)の見通しでは第１四半期と比較して売
上は増加、横ばいと回答する事業者が微増している。
しかし、客単価に関して減少と回答する事業者が14.21％に
増えており、客数に関しても減少・横ばいが微増している。

業況に関しては横ばいが大半を占めるが、客単価の項でほ
とんどの業種が悪化傾向にあることを考えると、個人消費
に対する期待は薄いことが伺える。

来期(2023.7-9月)の見通しでは横ばいと回答する事業者が
大半を占めている。

特に客単価、売上の項での増加が顕著であり、固定的な顧
客は見込まれるものの、消費の拡大への期待が薄いことが
見受けられる。

第２四半期 第１四半期



6-1．取組実施状況(サービス)

サービスに関する取組では第１、
第２四半期と大きく変化はなかっ
たが、バリアフリー対策と回答さ
れた数が減少した。(選択漏れの可
能性）

設問のうち３つの取組を実施して
いる事業者が多数であった。
外国語対応、カード決済もそれぞ
れ微減している。

※駐車場整備は事業者を確認の上補正



6-2．取組実施状況(サービス・業種別)



6-3．取組実施状況(広告)

広告に関する取組では第１、第２四
半期に続き自社HP、SNSの回答率
が高かったが、予約システムなど費
用が嵩む項目は減少傾向が見られた。

Googleビジネスプロフィールの更新
と回答した事業者が減少しており、
当該システムの有用性や恒常的な更
新についてのサポートが必要である。

取組の組み合わせは自社HPとSNS
の2つが大多数であった。



6-4．取組実施状況(広告・業種別)



6-5．取組実施状況(顧客管理)

顧客管理に関する取組は第２四半
期に続き横ばい～減少傾向となっ
ている。

取組で多かった顧客名簿の整備が
減少しているが、年末商戦等の影
響か割引・クーポン発行が増加し
ている。



6-6．取組実施状況(顧客管理・業種別)



○全体

○多言語対応

○バリアフリー

○割引 ○実施していない

○駐車場

各取組を実施する事業者の売上高との相関を確認すると、割引サービスが大きく伸びており、逆にバリアフリーが大きく減少。
駐車場整備が微増していることも鑑みると、第３四半期は域内消費が拡大しているものと考えられる。

7-2．取組実施状況×売上高(サービス)



○全体

○多言語対応

○バリアフリー

○割引 ○実施していない

○駐車場

各取組を実施する事業者の売上高との相関を確認すると、多言語対応は第１四半期と比較し、売上の減少傾向が見られた。
駐車場整備を実施している事業者の売上が7月,8月で大きく伸びており、自家用車を使った来店が多くなっている可能性がある。

（参考：第２四半期）取組実施状況×売上高(サービス)



（参考：第１四半期）取組実施状況×売上高(サービス)
○全体

○多言語対応 ○バリアフリー

○割引 ○実施していない

各取組を実施する事業者の売上高との相関を確認すると、
多言語対応、バリアフリーを実施する事業者は高い売上域
の事業者の割合が多くなった。
割引の実施、取組を実施していない事業者の売上は相対的
に低い売上の事業者が増加し、カード・QR決済、駐車場整
備を行っている事業者は全体の割合とほぼ変わらなかった。



7-2．取組実施状況×売上高(広告)①
○全体

○HP ○SNS

○Google
広告に関する取組と事業者の売上高との相関では、第２
四半期に続き予約/通販システムを導入している事業者が
他の取組に比べ大きく売上を伸ばしていた。
第１、２四半期に売上の好調であったGoogle
は大きく減少しており、次いでSNSもやや減
少傾向にあった。

○予約/通販

※Youtubeは回答数が少なかったため除外



○看板 ○パンフ

○全体 ○実施していない

7-2．取組実施状況×売上高(広告)②

デジタル以外の取組では自社パンフレット作成、看板も第
２四半期と比較し売り上げが伸びており、第１⇒第２⇒第
３四半期とそれぞれ顧客の情報収集媒体がデジタルからア
ナログ寄りに変遷している可能性が高い。



（参考：第２四半期）取組実施状況×売上高(広告)①
○全体

○HP ○SNS

○Google
広告に関する取組と事業者の売上高との相関では、予約/
通販システムを導入している事業者が他の取組に比べ大
きく売上を伸ばしていた。第１四半期に割合
の高かったGoogleやHPは微増程度だが、SNS
については売上が減少したほか、紙媒体・看
板は伸び率が大きかった。

○予約/通販

※Youtubeは回答数が少なかったため除外



○看板 ○パンフ

○全体 ○実施していない

（参考：第２四半期）取組実施状況×売上高(広告)②

デジタル以外の取組では自社パンフレット作成、看板も売
り上げが伸びており、第１四半期と第２四半期では来客層
に変化があった可能性が高い。



（参考：第１四半期）取組実施状況×売上高(広告)①
○全体

○HP ○SNS

○Google
広告に関する取組と事業者の売上高との相関では、全体的
な割合に大きな変化はなかったが、ウェブ媒体における
それぞれの取組ではGoogle⇒SNS⇒HPの順に
媒体の情報量が増えるとともに売上が微増す
るとともに、それぞれの取組とGoogleを同時
に行う方が売上割合が増加する傾向にあった。

○予約/通販

※Youtubeは回答数が少なかったため除外



○看板 ○パンフ

○全体 ○実施していない

（参考：第１四半期）取組実施状況×売上高(広告)②

デジタル以外の取組では自社パンフレット作成が売上の高
い事業者で多い取組となっており、広告に関しては①顧客
との接触点の増加、②より詳細な情報の提示が売上増大に
効果的であると考えられる。
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